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に ほ ん
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す

む 外国人
がいこくじん
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市長
し ち ょ う

あいさつ 

外 国 人
がいこくじん

のみんな、 ようこそ 八幡市
や わ た し

へ 

 

  八幡市
やわたし

 での 生 活
せいかつ

 は どうですか。 

みんな が 八幡市
やわたし

 に 住
す

んで くれて うれしい です。 

日本
にほん

 での 生 活
せいかつ

 は、言葉
ことば

 や 生 活
せいかつ

 の しかた など が みんな の 国
くに

 と  

ちがうので 不安
ふあん

 だと 思
おも

います。 

みんな の 不安
ふあん

 を 少
すこ

し でも なくす ように、みんな が 働
はたら

いている  

会 社
かいしゃ

 など と 一 緒
いっしょ

 に この 本
ほん

 を 作
つく

り ました。 

私
わたし

たちは、 同
おな

じ まち に 住
す

む 仲間
なかま

 として、 みんな と 仲良
なかよ

く 生 活
せいかつ

 したい  

です。 

八幡市
やわたし

 が みんな に とって 住
す

みやすい と 思
おも

える まち に なる ため に、 

みんな の 協 力
きょうりょく

 を お 願
ねが

い します。 

 

 
令和
れいわ

３年
ねん

(2021年
ねん

)２月
がつ

 

京都府
きょうとふ

 八幡
やわた

市 長
しちょう

 

ほり   ぐち  ふみ  あき 



 

 

 

 

  

は じ め に 

さいきん、日本
にほん

 に 住
す

む 外 国 人
がいこくじん

 が 増
ふ

えて いて、ごみ の 出
だ

し 方
かた

 や 音
おと

 の  

大
おお

きさ など 、 外 国 人
がいこくじん

 が 生 活
せいかつ

 する なか での そうだん が 増
ふ

えています。 

「どうして日 本 人
にほんじん

は 怒
おこ

っている？」「どうして 外 国 人
がいこくじん

はこんなことをした？」 

みんな が 仲良
なかよ

く くらす ため には、どう すれば いい だろう。 

そこで、日本

にほん

 で くらす 外 国 人

がいこくじん

 と、 近

ちか

く に 住

す

む 日 本 人

にほんじん

 に、 

知
し

って いて ほしい こと を この 本
ほん

 に 書
か

き ました。 
 

この 本
ほん

 の 使
つか

いかた 

近
ちか

く に 住
す

む ちがう 国
くに

 の 人
ひと

 に 困
こま

った とき、 この 本
ほん

 を 読
よ

むと、 

相手
あいて

 の きもち が わかる かも しれません。 

日本
にほん

 での 生 活
せいかつ

 に 困
こま

った とき、 この 本
ほん

 を 読
よ

むと、 

どうすれば 良
よ

いか わかる かも しれません。 

まずは おたがい を 知
し

る こと から はじめて みましょう。 

つぎの ページ
ぺ ー じ

 へ すすむ 
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 その①  世界
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ちゅうい
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とも
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ちゅうい
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へ や
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１ 部屋
へ や

 の なか の 畳
たたみ

 に、カビ
か び

 が はえて しまいました。  ・・・・・・   8 

 

２ 水
みず

 を まいて そうじ して いたら、 下
した

 に 住
す

む 人
ひと

 に、 

水
みず

 が もれて いる と言
い

われました。    ・・・・・・・・・・・・・・・    9 

にほん での いろいろ 

くらし の そうだん 

そうじ の そうだん 



 

 

  

 

１ 自 転 車
じてんしゃ

 に ２人
ふたり

 で 乗
の

っては いけません。  ・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

 

２ 他人
たにん

 の 土地
と ち

 に 勝手
かって

に 入
はい

っては いけません。  ・・・・・・・・・・・・     20 

 

３ 家賃
やちん

（住
す

む 部屋
へ や

 を 借
か

りる お 金
かね

） は、 

決
き

まった 日
ひ

 までに 払
はら

いましょう。   ・・・・・・・・・・・・・・・・・  21 

 

４ 生
い

きている 動 物
どうぶつ

（ 鳥
とり

 など） を、 

 部屋
へ や

 で 料 理
りょうり

 しては いけません。   ・・・・・・・・・・・・・・・・・  22 

１ 人
ひと

 の 部屋
へ や

 に 行
い

く とき は、 ベランダ
べ ら ん だ

 から は 入
はい

れません。 ・・・・・・15 

 

２ 祝 日
しゅくじつ

（ 国
くに

 で 決
き

まった とくべつな 日
ひ

） は、 

 いろんな 過
す

ごしかた が あります。  ・・・・・・・・・・・・・・・・・    16 

 

コラム
こ ら む

 その④  災 害
さいがい

 と 逃
に

げる 場所
ばしょ

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  17 

１ 決
き

まり が たくさん あって、ごみ の 捨
す

てかた が わかりません。 ・・・・・  10 

 

２ ごみ を しばらく 出
だ

さず に いたら、 隣
となり

 の 人
ひと

 が 困
こま

って いました。・・・ 11  

 

３ 料 理
りょうり

 に 使
つか

った 野菜
やさい

 や 肉
にく

 の 残
のこ

り を 置
お

いて いたら、 

  虫
むし

 が 集
あつ

まって きました。   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12   

 

４ 近
ちか

く の 会 社
かいしゃ

 の 外
そと

 に ある ごみ 箱
ばこ

 に ごみ を 捨
す

てたら、 

  会 社
かいしゃ

 から 注 意
ちゅうい

 されました。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   13 

 

コラム
こ ら む

 その③  Socia l
そーしゃる

 media
めでぃあ

 と 相 談
そうだん

窓 口
まどぐち

  ・・・・・・・・・・・・・      14 

 

 ごみ の そうだん 

にほん の ぶんか 

にほん の きまり 



なにも して いないのに、 

なぜ 悪
わる

く 思
おも

われるのでしょう。 

外 国 人
がいこくじん

 に 慣
な

れて いない ので、 

なんとなく 不安
ふあん

 です。 

 

 

 

  

にほん での いろいろ 

0 
外国人
がいこくじん

 と いう だけで、 近
ちか

く の 人
ひと

 から 

苦情
くじょう

 を 言
い

われて しまいました。 

 外国人
がいこくじん

 だから 悪
わる

い と いう ことは ありません。 

外 国 人
がいこくじん

 

なにも して いないのに、 悪
わる

く 思
おも

われる と 悲
かな

しい ですね。 

つらい とき は、 会 社
かいしゃ

 や 友 達
ともだち

 に、 相 談
そうだん

 して みましょう。 

また、部屋
へ や

 の 設備
せつび

 の トラブル
と ら ぶ る

 は、大家
おおや

さん に 相 談
そうだん

 しましょう。 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

すこし 前
まえ

 まで は、日本
にほん

 には あまり 外 国 人
がいこくじん

 が いませんでした。 

知
し

らない 人
ひと

 を 見
み

て、 不安
ふあん

 に 思
おも

ったり、 怖
こわ

い と 感
かん

じたり する 人
ひと

 も います。 

 おたがい の こと を 知
し

っている と、 不安
ふあん

 は 小
ちい

さく なります。 

いつも、 近
ちか

く の 部屋
へ や

 に 住
す

んで いる 人
ひと

 に 会
あ

ったら、 

「こんにちは」 と あいさつ して、おたがい を 知
し

って おく と 良
よ

いです。 

近
ちか

くの 人
ひと

外 国 人
がいこくじん

 

・ 設 備
せつび

 の トラブル
とらぶる

… 水 道
すいどう

 が 壊
こわ

れて 下
した

 の 部屋
へや

 が ぬれた、トイレ
といれ

 の 水
みず

 が 流
なが

れない、 

窓
まど

 が 壊
こわ

れた など 

・ 大 家
おおや

さん…部屋
へや

 や 家
いえ

 を 借
か

りている 相 手
あいて

 

 ？ 

１ 



 

 

  

コラム
こ ら む

 その① 

世 界
せ か い

の あ い さ つ 

いつでも 使
つか

える あいさつ 

日 本 語
に ほ ん ご

 

Ｈｅｌｌｏ 

こんにちは 

英 語
え い ご

 

ポルトガル語
ぽ る と が る ご

 

ベトナム語
べ と な む ご

 

Ｘｉｎ Ｃｈａо 
しん     ちゃお 

は ろ ー 

Ｏｌａ 
お ら 

How
は う

 are
あ ー

 you
ゆ ー

？  Yes
い え す

./No
の ー

.  Thank
さ ん き

 you
ゅ ー

. 

元気
げ ん き

ですか？ はい。/いいえ。 ありがとう。 

Tudo
てぅーど

 bem
べ ん

？  Sim
すぃむ

./Nao
な う ん

.  男
おとこ

：Obrigado
お ぶ り が ー ど

. 

               女
おんな

：Obrigada
お ぶ り が ー だ

. 

～ 

２ 

Khỏe
こ え

 Không
こ ん

？ Dạ
ざ

./ Không
こ ん

.  Cả
かむ

ｍ on
おん

. 



仕事
しごと

 の 帰
かえ

り に、 友 達
ともだち

 と 

話
はなし

 を しながら 歩
ある

いて いました。 

歩
ある

く 音
おと

 や 大
おお

きな 声
こえ

 が 

して、 眠
ねむ

れません。 

 

 

  

くらし の そうだん 

１

き

\

\

\ 

話
はなし

 を しながら 廊下
ろ う か

 を 歩
ある

いて いたら、 

隣
となり

 の 人
ひと

 に 注意
ちゅうい

 されました。 

 階段
かいだん

 や 廊下
ろ う か

 では 静
しず

かに しましょう。 

話
はなし

 を しながら 歩
ある

く ことは 悪
わる

く ありません。 

でも、 部屋
へ や

 の なか には、 寝
ね

ている 人
ひと

 や 赤
あか

ちゃん も います。 

とくに 朝
あさ

 の 早
はや

い 時間
じかん

 や、 夜
よる

 の 遅
おそ

い 時間
じかん

 は、 静
しず

かに しましょう。 

 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

日本
にほん

人
じん

 は、 ふつう、 あまり 大
おお

きな 音
おと

 を 出
だ

さない ように しています。 

外 国 人
がいこくじん

 が 大
おお

きい と 思
おも

わない 音
おと

 も、 日 本 人
にほんじん

 は びっくりする かも しれません。 

音
おと

は、 水
みず

 を 流
なが

す 音
おと

、 歩
ある

く 音
おと

、 話
はな

す 声
こえ

 など、いろいろ あります。 

 生 活
せいかつ

 の なか で 音
おと

 が 出
で

る ことは ふつう ですが、 

少
すこ

し 気
き

を つける ように しましょう。 

隣
となり

の 人
ひと

 外 国 人
がいこくじん

 

３ 



公 園
こうえん

 で、近
ちか

く に 人
ひと

 は いなかった 

ので、 さわいで 良
よ

い と 思
おも

いました。 

夜
よる

 は 寝
ね

る 時間
じかん

 なので、 

静
しず

かに して ほしい です。 

 

 

 

  

くらし の そうだん 

２ 
夜
よる

、 公園
こうえん

 で 友
とも

だち と さわいで いたら、 

近
ちか

く の 人
ひと

 に 注意
ちゅうい

 されました。 

 公園
こうえん

 でも、夜
よる

 は 静
しず

か に しましょう。 

 近
ちか

く に 人
ひと

 が いなくても、 まわり の 家
いえ

 に 声
こえ

 が 聞
き

こえる かも しれません。 

公 園
こうえん

 は だれでも 使
つか

って 良
よ

い 場所
ばしょ

 ですが、 朝
あさ

 の 早
はや

い 時間
じかん

 や 夜
よる

 に 

さわぐ ことは、 めいわく に なる ので、 やめましょう。 

 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

公 園
こうえん

 の ほか にも、 駅
えき

 や お 店
みせ

、 家
いえ

 の まわり など は、 

だれでも 使
つか

ったり 通
とお

ったり する ことが できます。 

 でも、 その 場所
ばしょ

 に 用事
ようじ

 が ない のに 長
なが

く いたり、 

さわいだり する こと は いけません。 

 めいわく に ならない ように、 みんな で  気
き

をつけましょう。 

近
ちか

くの 人
ひと

 外 国 人
がいこくじん

 

４ 



私
わたし

の 国
くに

 では、今日
きょう

 は お祭
まつ

り です。 

だから、友
とも

だち と 歌
うた

って いました。 

まわり に めいわく が ない 

ように 楽
たの

しんで ください。 

 

 

 

  

くらし の そうだん 

３ 
部屋
へ や

 に いる とき、 音
おと

 が うるさい と 

近
ちか

く の 人
ひと

 に 注意
ちゅうい

 されました。 

 部屋
へ や

 でも、大
おお

きな 音
おと

 は 出
だ

さない ように しましょう。 

近
ちか

くの 人
ひと

 外 国 人
がいこくじん

 

 国
くに

 の お 祭
まつ

り を 楽
たの

しむ こと は 悪
わる

く ありません。 

でも、 日本
にほん

 の お 祭
まつ

り の 日
ひ

 とは ちがう ので、 急
きゅう

に 大
おお

きな 音
おと

 が すると、 

日 本 人
にほんじん

 は びっくりする かも しれません。 

とくに、 窓
まど

 を 開
あ

けて いる とき は、 音 楽
おんがく

、カラオケ
か ら お け

、 話
はな

す 声
こえ

 も  

聞
き

こえやすい ので、 気
き

 を つけましょう。 

 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

団地
だんち

 など、 人
ひと

 が 集
あつ

まって 住
す

んで いる 場所
ばしょ

 では、 

大
おお

きな 音
おと

 で 楽器
がっき

 を 演 奏
えんそう

 したり、 音 楽
おんがく

 を 聴
き

いたり しては いけない 

と いう 決
き

まり が ある こと が 多
おお

い です。 

 部屋
へ や

 を 借
か

りる とき の 決
き

まり を 守
まも

って、 生 活
せいかつ

 を 楽
たの

しみましょう。 

５ 



私
わたし

の 国
くに

 では、 外
そと

 で 料 理
りょうり

 を 

するのは ふつう です。 なぜ？ 

大
おお

きな 音
おと

 や におい が 

して、安 心
あんしん

 できません。 

 

 

 

 

 

  

くらし の そうだん 

４ 
部屋
へ や

 の 外
そと

 （ベランダ
べ ら ん だ

）で 料理
りょうり

 を したら、 

隣
となり

 の 人
ひと

 が 困
こま

って いました。  

 料理
りょうり

 は 部屋
へ や

 の なか で しましょう。 

日本
にほん

 では、 外
そと

 で 料 理
りょうり

 を あまり しません。 

大
おお

きな 音
おと

 や 肉
にく

 の におい、火事
か じ

 など を 心 配
しんぱい

する 人
ひと

 も います。 

料 理
りょうり

 は 部屋
へ や

 の なか で しましょう。 

 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

団地
だんち

 など の 部屋
へ や

 の 外
そと

（ベランダ
べ ら ん だ

）は、 共 有
きょうゆう

部分
ぶぶん

 です。 

共 有
きょうゆう

部分
ぶぶん

 とは、 みんな の 場所
ばしょ

 と いう 意味
い み

 です。 

台 風
たいふう

 や 地震
じしん

、 火事
か じ

 など で 逃
に

げる とき、 じゃまに  ならないように、 

いつも きれいに しておかないと いけません。 

とくに、 食べ物
た もの

 や ごみ が ある と、 鳥
とり

 が 来
き

たり、  

雨
あめ

 の 水
みず

 が 流
なが

れない ように なって、 みんな が 困
こま

ります。 

隣
となり

の 人
ひと

 

外 国 人
がいこくじん

 

６ 



 

 

  

コラム
こ ら む

 その② 

自治会
じ ち か い

 と 回覧板
かいらんばん

 

近
ちか

く に 住
す

む なかま 

自治会
じ ち か い

 と いう 人
ひと

 から、 回 覧 板
かいらんばん

 を 

渡
わた

されました。 これ は 何
なん

ですか？ 

？ 

自治会
じ ち か い

 は、 近
ちか

く に 住
す

む 人
ひと

 の 集
あつ

まり です。 

ごみ を 出
だ

す 場所
ばしょ

 の そうじ 、お祭
まつ

り など、 

みんな の ために、いろいろ やっています。 

回 覧 板
かいらんばん

 は、 自治会
じ ち か い

 から みんな に 伝
つた

えたい 

こと を 書
か

いています。 

読
よ

んで 次
つぎ

 の 人
ひと

 に 渡
わた

す など、 

自治会
じ ち か い

 ごと に 決
き

まり が あります。 

 

自治会
じ ち か い

 は、 みんな の 生 活
せいかつ

 の ため に 

ある 集
あつ

まり なのですね。 

自治 会
じちかい

の 会 長
かいちょう

 

７ 



畳
たたみ

 の そうじ を 忘
わす

れて 

いたら、 色
いろ

 が 変
か

わって いました。 

 

 

 

  

そうじ の そうだん 

１ 
部屋
へ や

 の なか の 畳
たたみ

 に、 

カビ
か び

 が はえて しまいました。 

 

エタノール
え た の ー る

 で ふいて、 

窓
まど

 を あける と 良
い

いです。 

毎日
まいにち

、 窓
まど

 を あけて 新
あたら

しい 空気
く う き

 を 入
い

れましょう。 

畳
たたみ

 は、 カビ
か び

 が はえやすい もの です。 

ふだんから 窓
まど

 を あけて 新
あたら

しい 空気
くうき

 を 入
い

れる ように しましょう。 

 カビ
か び

 が はえて しまったら、 エタノール
え た の ー る

 など で ふきましょう。 

 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

日本
にほん

 は 海
うみ

 に かこまれた 国
くに

 で、 湿気
しっけ

 が 多
おお

い です。 

湿気
しっけ

 とは、 空気
くうき

 の なか の 水
みず

 の 多
おお

さ の こと です。 

 湿気
しっけ

 が 多
おお

く あたたかい とき は、 カビ
か び

 が はえやすい ので、 

とくに、 雨
あめ

 が ふった 後
あと

 や あたたかい 季節
きせつ

 には 

ていねいに そうじ を しましょう。 

大 家
おおや

さん 外 国 人
がいこくじん

 

 ？ ・エタノール
えたのーる

（CH3CH2OH）… 消 毒
しょうどく

 など に 使
つか

う アルコール
あるこーる

。 

                                              ８ 



私
わたし

 の 国
くに

 では、 水
みず

 を 

 まいて そうじ します。 

天 井
てんじょう

 や かべ が ぬれて、 

修 理
しゅうり

 が 必 要
ひつよう

です。 

 

 

 

 

  

そうじ の そうだん 
 

２ 
水
みず

 を まいて そうじ して いたら、下
した

に 住
す

む 

人
ひと

 に、 水
みず

 が もれて いる と 言
い

われました。 

 水
みず

 を かけずに、 布
ぬの

 や そうじ機
き

 を 使
つか

いましょう。 

日本
にほん

 の 家
いえ

 は、 水
みず

 を まいて そうじ できません。 

水
みず

 が もれると、 下
した

 の 階
かい

 に 住
す

む 人
ひと

 や 大家
おおや

さん から、 家
いえ

 の もの を 

新
あたら

しく したり、 修 理
しゅうり

する お 金
かね

 を 出
だ

してほしい と 言
い

われる こと も あります。 

そうじ を する とき は、 水
みず

 を 少
すこ

し つけた 布
ぬの

 や そうじ機
き

 で しましょう。 

 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

 ふつう、 日本
にほん

 の 家
いえ

 で 床
ゆか

 に 水
みず

 を まいても いいのは お風呂
ふ ろ

 だけ です。 

お風呂
ふ ろ

 以外
いがい

 の 部屋
へ や

 が 水
みず

 で ぬれたら すぐに ふきましょう。 

また、 家
いえ

 の 設備
せつび

 などが こわれて、 水
みず

 が もれる こと も あります。 

水
みず

 が もれている と 言
い

われたら、 会 社
かいしゃ

 や 大家
おおや

さん に 相 談
そうだん

 しましょう。 

下
した

に住
す

む 人
ひと

 外 国 人
がいこくじん

 

？ ・ 修 理
しゅうり

…こわれた もの を 直
なお

す と いう 意味
いみ

 

・ 家
いえ

 の 設 備
せつび

… 水 道
すいどう

、 窓
まど

、 壁
かべ

、 お風呂
ふろ

、 トイレ
といれ

、 ドア
どあ

 など ９ 



おなじ 日
ひ

 に いっしょに 

出
だ

す と いけないのですか。 

ごみ を 出
だ

す 曜日
ようび

 と 分 別
ぶんべつ

 の 

決
き

まり を 守
まも

って ください。 

 

 

 

 

  

ごみ の そうだん 

１ 
決
き

まり が たくさん あって、 

ごみ の 捨
す

てかた が わかりません。 

 会社
かいしゃ

 や 市
し

役所
やくしょ

 に 相談
そうだん

 しましょう。 

 ごみ は、燃
も

やす もの や 燃
も

やさない もの など、 いろいろ あります。 

ごみ を いろいろな しゅるい に 分
わ

けて 捨
す

てる こと を 分 別
ぶんべつ

 と いいます。 

日本
にほん

 では、 住
す

んでいる ところ に よって、 

ごみ を 出
だ

す 日
ひ

 や 分 別
ぶんべつ

 の 決
き

まり が あります。 

わからない とき は、 会 社
かいしゃ

 や 市
し

役 所
やくしょ

 に 相 談
そうだん

 しましょう。 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

 日本
にほん

 では、 住
す

んでいる まち が ごみ を 集
あつ

めて 燃
も

やします。 

燃
も

やせる もの や 燃
も

やせる 多
おお

さ も まち に よって ちがいます。 

 日本
にほん

 では、 ごみ の リサイクル
り さ い く る

 を がんばって います。 

地 球
ちきゅう

 の 環 境
かんきょう

 の ため に、決
き

まり を 守
まも

って ください。 おねがい します。 

市
し

役 所
やくしょ

 の 人
ひと

 
外 国 人

がいこくじん
 

？ 
・リサイクル

りさいくる
…いらない もの を また 使

つか
える もの に 変

か
える と いう 意味

いみ
 

・ 地 球
ちきゅう

 の 環 境
かんきょう

… 人
ひと

 や 動 物
どうぶつ

 が 元 気
げんき

 で、 海
うみ

 や 山
やま

 など が きれいだと 良
よ

い です 
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分 別
ぶんべつ

 など が わからない ので、 

ごみ を 出
だ

して いません でした。 

くさい におい や 虫
むし

 が きて、 

めいわく に なります。 

 

 

 

 

 

  

ごみ の そうだん 

２ 
ごみ を しばらく 出

だ

さず に いたら、 

隣
となり

 の 人
ひと

 が 困
こま

って いました。 

 ごみ は 毎 週
まいしゅう

 出
だ

しましょう。 

 ごみ を しばらく 出
だ

さずに いると、  

くさい におい が したり、 虫
むし

 が 集
あつ

まって きます。 

自分
じぶん

 が いや な だけ で なく、 近
ちか

く に 住
す

む 人
ひと

 も めいわく です。 

とくに あたたかい 季節
きせつ

 は、 ごみ が くさりやすい です。 

毎 週
まいしゅう

、 決
き

められた 曜日
ようび

 に 忘
わす

れず ごみ を 出
だ

しましょう。 

 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

 1 2
じゅうに

月
がつ

 の 終
お

わり から １ 月
いちがつ

 の 始
はじ

め など、 長
なが

い 休
やす

み の とき は、ごみ を 

出
だ

せない 日
ひ

 が あります。市
し

役 所
やくしょ

 から 届
とど

く ごみ の 収 集
しゅうしゅう

日
び

カレンダー
か れ ん だ ー

 を 

よく 読
よ

みましょう。 ごみ を 出
だ

す 日
ひ

 や 分 別
ぶんべつ

 の やりかた が わからない とき は、

会 社
かいしゃ

 や 市
し

役 所
やくしょ

 に 相 談
そうだん

 しましょう。 

隣
となり

の 人
ひと

 外 国 人
がいこくじん

 

？ ・ごみ の 収 集
しゅうしゅう

日
び

 カレンダー…ごみ を 出
だ

す 曜 日
ようび

 や 出
だ

せる ごみ の 種 類
しゅるい

 を 書
か

いた もの 

11 



ごみ を 出
だ

す 日
ひ

 まで の あいだ、 

ごみ 袋
ぶくろ

 に 入
い

れて 置
お

いて いました。 

ごみ が くさらない ように、 

水
みず

 を 捨
す

てて おきましょう。 

 

 

 

  

ごみ の そうだん 

３ 
料理
りょうり

 に 使
つか

った 野菜
や さ い

 や 肉
にく

 の 残
のこ

り を 

置
お

いて いたら、 虫
むし

 が 集
あつ

まって きました。 

 ごみ の なか の 水
みず

 を 捨
す

てましょう。 

 食べ物
た  もの

 の のこり など は、 生
なま

ごみ と いって、 水
みず

 が 多
おお

く 入
はい

っています。 

ごみ の なか の 水
みず

 が 多
おお

い と、 ごみ が くさりやすい です。 

 水
みず

 を 捨
す

てて、 べつ の 袋
ふくろ

 に 分
わ

けて むすんで おく と、 

ごみ が くさって 虫
むし

 が 集
あつ

まる こと が 減
へ

ります。 

 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

 生
なま

ごみ は、 なか の 水
みず

 が 多
おお

い ので、 くさりやすく 重
おも

い です。 

重
おも

い と ごみ 袋
ぶくろ

 が 破
やぶ

れる こと も ある ので、 かならず 水
みず

 を 捨
す

てましょう。 

また、 生
なま

ごみ を まとめる とき、 袋
ふくろ

 を ２まい かさねて おくと、 

破
やぶ

れる こと や、 くさい におい が なくなります。 

市
し

役 所
やくしょ

の 人
ひと

 
外 国 人

がいこくじん
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私
わたし

 の 国
くに

 では、 外
そと

 に みんな が 

捨
す

てられる ごみ箱
ばこ

 が あります。 

 

家
いえ

 や 会 社
かいしゃ

 の ごみ は、自分
じぶん

 

たち で 集
あつ

めて 出
だ

しましょう。 

 

 

 

 

  

ごみ の そうだん 

４ 
近
ちか

く の 会社
かいしゃ

 の 外
そと

 に ある ごみ箱
ばこ

 に 

ごみ を 捨
す

てたら、会社
かいしゃ

 から 注意
ちゅうい

 されました。 

 家
いえ

 や 会社
かいしゃ

 の ごみ は、決
き

められた 場所
ば し ょ

 に 捨
す

てましょう。 

 日本
にほん

 では、 自分
じぶん

 の ごみ は 自分
じぶん

 で 集
あつ

めて、 決
き

められた 日
ひ

 に 出
だ

します。 

決
き

められた 場所
ばしょ

 や 決
き

められた 方 法
ほうほう

 と ちがう やり 方
かた

 で ごみ を 捨
す

てる と、 

不法
ふほう

投棄
とうき

 と いって、 犯 罪
はんざい

 に なる こと も あります。 

捨
す

てる 方 法
ほうほう

 が 分
わ

からない とき は、 会 社
かいしゃ

 や 市
し

役 所
やくしょ

 に 相 談
そうだん

 しましょう。 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

 日本
にほん

 には、 外
そと

 に みんな が なんでも 捨
す

てられる ごみ 箱
ばこ

 は ありません。 

しかし、お 店
みせ

 の まわり や 駅
えき

 の なか、 自動
じどう

販 売 機
はんばいき

 の 横
よこ

 など の ごみ 箱
ばこ

は、 

その お 店
みせ

 など で 買
か

って 食
た

べた もの の ごみ が 捨
す

てられます。 

 決
き

まり を 守
まも

って 捨
す

てましょう。 

会 社
かいしゃ

の 人
ひと

 外 国 人
がいこくじん

 

？ 

・ 犯 罪
はんざい

… 国
くに

 の 決
き

まり を 守
まも

らず 悪
わる

い こと を する こと。 犯 罪
はんざい

 を すると、 刑 務 所
けいむしょ

 と 

いう 場 所
ばしょ

 に 入
はい

ったり、 お 金
かね

 を 払
はら

う など の 決
き

まり が あります。 

・ 自 動
じどう

販 売 機
はんばいき

…お 金
かね

 を 入
い

れると 飲 み 物
の もの

 など が 買
か

える 機 械
きかい
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コラム
こ ら む

 その③ 

Social
そ ー し ゃ る

 media
め で ぃ あ

と 相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

住
す

んでいる まち の 情 報
じょうほう

 

？ 

八幡市
や わ た し

 では、公 式
こうしき

 Social
そーしゃる

 media
め で ぃ あ

 を やっています。 

市
し

 で やっている 仕事
しごと

、 観 光
かんこう

 の こと、災 害
さいがい

 の こと など、 

いろいろ な 情 報
じょうほう

 を 届
とど

けます。 

ぜひ 友
とも

だち に なって ください。 

14 

Twitter LINE Instagram 

京都府
きょうとふ

外 国 人
がいこくじん

相 談
そうだん

窓 口
まどぐち

 

電
でん

 話
わ

：０７５－３４３－９６６６ 

時
じ

 間
かん

：１０時
じ

～１７時
じ

 ※ 第
だい

２・４火曜 日
かようび

、 祝 日
しゅくじつ

、 年 末
ねんまつ

年 始
ねんし

をのぞく 

ことば：日本語
に ほ ん ご

・英語
えいご

・中 国 語
ちゅうごくご

・韓国語
かんこくご

・タイ
た い

語
ご

・ 

    ベトナム
べ と な む

語
ご

・インドネシア
い ん ど ね し あ

語
ご

・ポルトガル
ぽ る と が る

語
ご

など 

外国語
がいこくご

 で 生 活
せいかつ

 の 相 談
そうだん

 が できる ところ 

あかうんとめい あかうんとめい あかうんとめい 

ゆーざーめい ゆーざーめい ゆーざーめい 



となり の 部屋
へ や

 に 行
い

く とき、 

ベランダ
べ ら ん だ

 を 使
つか

うと 早
はや

い です。 

もの を こわしたり、 下
した

に 

落
お

ちたり すると 危
あぶ

ない です。 

 

 

 

 

  

にほん の ぶんか 

1 
人
ひと

 の 部屋
へ や

 に 行
い

く とき は、  

ベランダ
べ ら ん だ

 から は 入
はい

れません。 

 近
ちか

くても、かいだん や げんかん を 使
つか

いましょう。 

外 国 人
がいこくじん

 

 日本
にほん

 では、 家
いえ

 を 出
で

たり 入
はい

ったり する とき、 げんかん を 通
とお

ります。 

ベランダ
べ ら ん だ

 を 通
とお

って 他
ほか

の 人
ひと

 の 家
いえ

 に 行
い

って、 もの を こわしたり、 

 下
した

に 落
お

ちたり する と とても 危
あぶ

ない です。 

 また、 どろぼう に 見
み

えたり して、 警 察
けいさつ

 が 来
く

る かも しれません。 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

 台 風
たいふう

 や 地震
じしん

、 火事
か じ

 など 緊 急
きんきゅう

 の とき 以外
いがい

、 

ベランダ
べ ら ん だ

 から 隣
となり

 の 部屋
へ や

 に 行
い

っては いけません。 

 台 風
たいふう

 や 地震
じしん

、 火事
か じ

 など の とき は、 自分
じぶん

 の 部屋
へ や

 の ベランダ
べ ら ん だ

 と 

隣
となり

 の 部屋
へ や

 の ベランダ
べ ら ん だ

 の 間
あいだ

 に ある 板
いた

 を こわして 逃
に

げます。 

 でも、 何
なに

も ない とき に こわす と、 修 理
しゅうり

 の お 金
かね

 を 払
はら

わないと いけません。 

大 家
おおや

さん 

？ ・ 緊 急
きんきゅう

… 危
あぶ

ない とき など、 急
いそ

いで 逃
に

げたり しなければ ならない とき 
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私
わたし

 の 国
くに

 では、国
くに

 の 旗
はた

 を 出
だ

して、 

家族
かぞく

 や 友 達
ともだち

 と お祝
いわ

い します。 

日本
にほん

 では、 仕事
しごと

 が 休
やす

み に 

なったり、とくべつ な 料 理
りょうり

 

を つくったり します。 

作ったり、 

 

 

 

  

にほん の ぶんか 

2 
祝 日
しゅくじつ

（国
くに

 で 決
き

まった とくべつな 日
ひ

）は、 

いろんな 過
す

ごしかた が あります。 

 おたがい の 文化
ぶ ん か

 を 大切
たいせつ

に しましょう。 
  

 祝 日
しゅくじつ

 に なに を するか は、 国
くに

 に よって いろいろ です。 

おたがい に めいわく に ならない ように 楽
たの

しみましょう。 

 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

 日本
にほん

 でも、 祝 日
しゅくじつ

 に 国
くに

 の 旗
はた

 を 出
だ

したり、 

家族
かぞく

 が 集
あつ

まって ごはん を 食
た

べたり する こと が あります。 

 近
ちか

く で ちがう 国
くに

 の 旗
はた

 が 出
で

て いると、 びっくり する かも しれませんが、 

近
ちか

くに 住
す

んで いる 人
ひと

 が どんな 国
くに

 の 人
ひと

 で、どんな 文化
ぶんか

 が あるのか、 

ふだんから 知
し

っておくと 良
よ

いです。 
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コラム
こ ら む

 その④ 

災害
さいがい

 と 逃
に

げる 場所
ば し ょ

 

自分
じぶん

 や 家族
かぞく

 の 命
いのち

 を 守
まも

る 

！ 

災 害
さいがい

 が 起
お

こる と、けが を したり、電気
でんき

 や 水 道
すいどう

 が 使
つか

えなく なったり 

して、いつも と 同
おな

じ 生 活
せいかつ

 が できなく なる かも しれません。 

自分
じぶん

 や 家族
かぞく

 の 命
いのち

 を 守
まも

る ため に、日本
にほん

 の よくある 災 害
さいがい

と、 

避難所
ひなんじょ

（災 害
さいがい

 の とき に 逃
に

げる 場所
ばしょ

）を 知
し

りましょう。 

17 

地震
じしん

・・・・・地面
じめん

 が 大
おお

きく ゆれます。 

       大
おお

きい 地震
じしん

 の とき は、 家
いえ

 が こわれたり、 海
うみ

 の 近
ちか

く では  

津波
つなみ

 と いう 高
たか

い 波
なみ

 が 来
き

たり、とても 危
あぶ

ない です。 

大 雨
おおあめ

・・・・・たくさん 雨
あめ

 が ふって、川
かわ

 や 海
うみ

 の 水
みず

 が 増
ふ

えます。（ 洪 水
こうずい

） 

       まち や 家
いえ

 の なか に たくさん の 水
みず

 が 入
はい

って くる とき  

が あります。 

台 風
たいふう

・・・・・とても 強
つよ

い 風
かぜ

 が ふきます。 

        もの が 飛
と

んだり、 家
いえ

 が こわれたり する とき が あります。 

        また、とても 強
つよ

い 雨
あめ

 が ふる こと も あります。 

日本
にほん

 の よくある 災 害
さいがい

 



 

 

  

災 害
さいがい

 の とき、安 全
あんぜん

 な 場所
ばしょ

 に 逃
に

げる こと を 避難
ひなん

 と いい、 

 災 害
さいがい

 の とき、 逃
に

げる 場所
ばしょ

 を 避難所
ひなんじょ

 と いいます。 

避難所
ひなんじょ

 は、 住
す

んで いる 場所
ばしょ

 に よって 決
き

まって います。 

 住
す

んで いる 場所
ばしょ

 の ハザードマップ
は ざ ー ど ま っ ぷ

 を 見
み

て みましょう。 

 

 

ハザードマップ
は ざ ー ど ま っ ぷ

 とは、 災 害
さいがい

 が 起
お

きた とき の 被害
ひがい

 を 予想
よそう

 して、 

書
か

いた 地図
ち ず

 です。 どこ で どんな こと が 起
お

きる か、災 害
さいがい

 の とき  

どこ を 通
とお

って どこ に 逃
に

げる と 良
い

いか が わかります。 

18 

八幡市
や わ た し

 の ハザードマップ
は ざ ー ど ま っ ぷ

 は ここから 見
み

られます。 

英語
えいご

 の ハザードマップ
は ざ ー ど ま っ ぷ

 も あります。 

 

災 害
さいがい

 の とき 逃
に

げる 場所
ばしょ

 

？ 

八幡市
や わ た し

 の ハザードマップ
は ざ ー ど ま っ ぷ

 



仕事
しごと

 や 買
か

い物
もの

 に 行
い

く とき、  

友 達
ともだち

 と いっしょに 乗
の

りたい です。 

日本
にほん

 では、 危
あぶ

ない ので、 

２人
ふたり

で 自転車
じてんしゃ

  に  

乗
の

っては いけません。 

 

 

 

  

にほん の きまり 

１

き

\

\

\ 

自転車
じ て ん し ゃ

 に ２人
ふ た り

 で 乗
の

って は いけません。 

 自転車
じ て ん し ゃ

 は １人
ひ と り

で 乗
の

りましょう。 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

日本
にほん

 では、 危
あぶ

ない ので、 １ 人 用
ひとりよう

 の 自 転 車
じてんしゃ

  に、 

２人
ふたり

以 上
いじょう

 で 乗
の

っては いけない 決
き

まり が あります。 

（ 小
ちい

さい 子
こ

ども は 専 用
せんよう

 の いす を 着
つ

けて 一 緒
いっしょ

 に 乗
の

る こと が できます） 

また、 自 転 車
じてんしゃ

 に 乗
の

って いる とき に、 友 達
ともだち

 と 横
よこ

 に 並
なら

んだり、 

音 楽
おんがく

 を きいたり、 電話
でんわ

 を したり する と 危
あぶ

ない です。 

 事故
じ こ

 や けが を しない ように、 気
き

をつけて 乗
の

りましょう。 

 自 転 車
じてんしゃ

 に 乗
の

っている とき は、 道
みち

 の 左
ひだり

がわ を 通
とお

りましょう。 

警 察 官
けいさつかん

 外 国 人
がいこくじん
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きれいな 花
はな

 や 野菜
やさい

 が あって、 

近
ちか

く で 見
み

たい と 思
おも

いました。 

畑
はたけ

 や 庭
にわ

 は、他人
たにん

 の 持
も

ち物
もの

 

です。 勝手
かって

に 入
はい

ると、 犯 罪
はんざい

  に 

なる こと も あります。 

 

 

 

  

にほん の きまり 

２ 
他人
た に ん

 の 土地
と ち

 に 勝手
か っ て

に 入
はい

っては いけません。 

 畑
はたけ

 や 庭
にわ

 に 勝手
か っ て

に 入
はい

っては いけません。 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

日本
にほん

 では、 家
いえ

 から 離
はな

れた 場所
ばしょ

 で、 花
はな

 や 野菜
やさい

 を 育
そだ

てる 人
ひと

 も います。 

近
ちか

く に 家
いえ

 が なくても、 そこ は 他人
たにん

 の 土地
と ち

 です。 

 だまって 他人
たにん

 の 土地
と ち

 に 入
はい

ったり、 野菜
やさい

 や 道具
どうぐ

 など を、 

勝手
かって

に もって いったり すると、 犯 罪
はんざい

 です。 絶 対
ぜったい

に やめましょう。 

警 察 官
けいさつかん

 外 国 人
がいこくじん
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お金
かね

 を 払
はら

う こと を、 しばらく 

忘
わす

れて いました。 

決
き

まった 日
ひ

 まで に 払
はら

わない 

人
ひと

には、 部屋
へ や

 を 貸
か

せません。 

 

 

 

 

  

にほん の きまり 

３ 
家賃
や ち ん

（住
す

む 部屋
へ や

 を 借
か

りる お金
かね

）は、 

決
き

まった 日
ひ

 までに 払
はら

いましょう。 

 払
はら

えない とき は、 会社
かいしゃ

 など に 相談
そうだん

 しましょう。 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

 決
き

まった 日
ひ

 までに お 金
かね

 を 払
はら

わないと、 大家
おおや

さん から 

出
で

て いって ほしい と 言
い

われる こと も あります。 

 部屋
へ や

 を 契 約
けいやく

する とき に、 毎 月
まいつき

 いつまでに 何 円
なんえん

 払
はら

うのか 覚
おぼ

えましょう。 

 銀 行
ぎんこう

 の 口座
こうざ

 から 家賃
やちん

 を 払
はら

っている 人
ひと

 は、  

銀 行
ぎんこう

 の 口座
こうざ

 の お 金
かね

 が なくならないように、 気
き

を つけましょう。 

  どうしても 払
はら

えない ときは、 会 社
かいしゃ

 などに 相 談
そうだん

 しましょう。 

大 家
おおや

さ ん 外 国 人
がいこくじん

 

？ ・部屋
へや

 を 契 約
けいやく

する とき…住
す

む 部屋
へや

 を 決
き

める とき 

・ 銀 行
ぎんこう

 の 口 座
こうざ

… 通 帳
つうちょう

 や カード
かーど

 を 使
つか

って、 お 金
かね

 を 入
い

れたり 出
だ

したり できるもの 
21 



私
わたし

の国
くに

では、 生
い

きて いる 

 鳥
とり

 など を 料 理
りょうり

 します。 

日本
にほん

 では、料 理
りょうり

 に 使
つか

う 肉
にく

 は、 

決
き

まった 場所
ばしょ

 で 切
き

って 分
わ

けて、 

お店
みせ

 で 売
う

られます。 

 

 

 

 

 

  

にほん の きまり 

４ 
生
い

きている 動物
どうぶつ

（鳥
とり

 など） を、 

部屋
へ や

 で 料理
りょうり

 しては いけません。 

 肉
にく

 は お店
みせ

 で 買
か

いましょう。 

もっと たくさん 知
し

りたい 人
ひと

 へ 

 日本
にほん

 では、 動 物
どうぶつ

 から うつる 病 気
びょうき

 など に ならない ように、 

決
き

められた きれいな 場所
ばしょ

 で 肉
にく

 を 切
き

って、 お 店
みせ

 で 売
う

って います。 

 免 許
めんきょ

 を 持
も

っていない 人
ひと

 が、 生
い

きて いる 鳥
とり

 など を 捕
つか

まえる こと も  

犯 罪
はんざい

 に なって しまいます。 肉
にく

 は お 店
みせ

 で 買
か

いましょう。 

※ 宗 教
しゅうきょう

 の 決
き

まり で 食
た

べ 物
もの

 を えらんで いる 人
ひと

 へ 

ハラルマーク
は ら る ま ー く

 が ついた 食
た

べ 物
もの

 を 売
う

って いる お 店
みせ

 も あります。 

インターネット
い ん た ー ね っ と

 や 地図
ち ず

 など で 調
しら

べて みましょう。 

大 家
おおや

さん 外 国 人
がいこくじん

 

？ 
・ 免 許

めんきょ
…ふつう やっては いけない こと を、 とくべつ に やっても 良

よ
い と 国

くに
 が 認

みと
める もの 

・ハラルマーク
はらるまーく

…イスラム
いすらむ

教
きょう

 の 決
き

まり を 守
まも

って 用 意
ようい

 された もの に ついた しるし    22 

（八幡市
やわたし

 の 事例
じれい

 では ありません） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・株 式
かぶしき

会 社
がいしゃ

 カワタキコーポレーション
か わ た き こ ー ぽ れ ー し ょ ん

 

・株 式
かぶしき

会 社
がいしゃ

 鶴見
つるみ

製 作 所
せいさくしょ

 

・株 式
かぶしき

会 社
がいしゃ

 ニシダ
に し だ

興 業
こうぎょう

 

・株 式
かぶしき

会 社
がいしゃ

 フレッシュサービス
ふ れ っ し ゅ さ ー び す

 

・株 式
かぶしき

会 社
がいしゃ

 武蔵野
む さ し の

 

・京都府
きょうとふ

八幡
やわた

警 察
けいさつ

署
しょ

  

・公 益
こうえき

財 団
ざいだん

法 人
ほうじん

 国 際
こくさい

労務
ろうむ

管理
かんり

財 団
ざいだん

 

・だんだんテラス
て ら す

 

 

 

 

男 山
おとこやま

地域
ちいき

まちづくり 連 携 協
れんけいきょう

議会
ぎかい

（発 行
はっこう

：八幡市
や わ た し

） 

令和
れいわ

３年
ねん

２月
がつ

発 行
はっこう

 

     

 

事例
じ れ い

 の 提 供
ていきょう

 など に 

協 力
きょうりょく

 して もらった みなさん 

（ 敬 称
けいしょう

略
りゃく

、50音
おん

順
じゅん

） 

？ 男 山
おとこやま

地域
ちいき

まちづくり 連 携 協
れんけいきょう

議会
ぎかい

 では、「地域
ちいき

 と ともに 元気
げんき

 な 暮
く

らし 

が できる、住
す

みたい、住
す

み 続
つづ

けたい 男 山
おとこやま

」を 目指
め ざ

し、関 西
かんさい

大 学
だいがく

、 Ｕ Ｒ
ゆーあーる

都市
と し

機構
きこう

、 京 都 府
きょうとふ

、八幡市
やわたし

 が 連 携
れんけい

 して 取り組
と  く

んでいます。 

※イラスト
いらすと

・・・「かわいいフリー
ふりー

素 材 集
そざいしゅう

 いらすとや」（https://www.irasutoya.com/）を 使 用
しよう

 


